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第3章 浦添市交通基本計画の基本方針 

3-1 浦添市交通基本計画の考え方 

 現在、浦添市が抱える交通問題・課題の改善を目指すとともに、浦添市が目指すべき将来像

の実現に向けた将来の交通計画を策定。 
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3-2 浦添市の目指すべきまちづくりの方針 

3-2-1 将来の人口と交通の動向 

(1) 将来の人口動向 

(a) 沖縄県と浦添市の人口の増加 

 これまで、沖縄県、浦添市ともに人口は増加基調にあり、沖縄県は平成 37年まで、浦添市は

平成 42 年まで増加することが予測されている。 

 年齢構成を見ると、65 歳未満の非高齢者は、沖縄県は平成 22 年を、浦添市は平成 27 年をピ

ークに減少することが予測されており、65 歳以上の高齢者は将来的にも増加基調にあること

が予測されている。 
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図 3-1  沖縄県の人口の推移133 134
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図 3-2  浦添市の人口の推移 133
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133 国勢調査（総務省，平成 2年～平成 17年） 
134 市区町村別将来人口推計（国立社会保障人口問題研究所，平成 22年～平成 42年中位予測） 
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(b) 市町村別の人口の増減 

 中南部都市圏内の市町村の人口をみると、南城市、嘉手納町、北中城村を除く市町村で人口

が増加することが予測されている。 

 浦添市は平成 17年から平成 42年にかけて、7%の増加が予測されている。 

 増加率が高いのは、沖縄市、豊見城市、宜野湾市、北谷町、中城村、南風原町となっており、

その中に那覇市から沖縄市までの都市圏軸上の市町村が含まれている。 

 

 

図 3-3  市町村別の人口増減135 136
 

                                                      
135 国勢調査（総務省，平成 17年） 
136 市区町村別将来人口推計（国立社会保障人口問題研究所，平成 42年中位予測） 
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(c) 浦添市内の人口増減（人口フレーム） 

 浦添市内では、平成 18年から平成 42年にかけて、全域的に増加基調にある。 

 返還が見込まれる牧港補給基地跡地や区画整理（浦添南第一・第二地区）が行われている前

田・経塚・沢岻のあるゾーンで人口増加が 20%以上の増加と著しい。 

 

 

図 3-4  Cゾーン別の人口増減137
 

 

【人口フレーム】 

パーソントリップ調査（PT 調査）では、交通需要予測を行うために、予測のベースとなる都市圏の人口を設

定している。これを人口フレームと呼び、現況及び将来の人口フレームを設定している。なお、夜間人口の

場合、PT 調査の対象年齢と同じ 5 歳以上の人口となる。 

                                                      
137 沖縄本島中南部都市圏 PT調査（人口フレーム編）（沖縄県，平成 20年度） 
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(d) 高齢者数の推移と高齢化率の変化 

 平成 17年時点で浦添市の高齢化率は、中南部都市圏で 2番目に低いが、将来的な高齢者数の

伸び率は比較的高くなることが予測されており、平成 17 年に比べて、平成 42 年では 2.07 倍

と中南部都市圏で 4番目に高い結果が予測されている。 

 高齢者数が増加する結果、高齢化率も増加し、平成 17 年の 12%から平成 42 年では 24%まで

高くなる。 
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図 3-5  市町村別高齢者の伸び率138 139
 

 

16%

12%

26%
24%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

嘉
手
納
町

南
城
市

北
中
城
村

八
重
瀬
町

中
城
村

那
覇
市

う
る
ま
市

沖
縄
県

糸
満
市

与
那
原
町

読
谷
村

沖
縄
市

北
谷
町

南
風
原
町

宜
野
湾
市

豊
見
城
市

浦
添
市

西
原
町

平成17年 平成42年

 

図 3-6  市町村別高齢化率の変化 138
 
139

 

                                                      
138 国勢調査（総務省，平成 2年～平成 17年） 
139 市区町村別将来人口推計（国立社会保障人口問題研究所，平成 22年～平成 42年中位予測） 
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(2) 将来の交通の動向 

(a) 市町村別の発生集中量の増減 

 市町村別にみると北中城村と南城市以外の市町村で発生集中量の増加が予測されており、人

口同様に都市圏軸上の市町村でもトリップ数の増加が見込まれている。 

 浦添市では、平成 18年の 2.6万トリップエンド/km
2から平成 42年の 3.2万トリップエンド/km

2

に約 19%の増加が見込まれる。 

 

 

図 3-7  市町村別の発生集中量の増減 
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(b) 浦添市内の発生集中量の増減 

 浦添市内では、人口同様に平成 18年から平成 42年にかけて、全域的に増加基調にある。 

 返還が見込まれる牧港補給基地跡地や区画整理（浦添南第一・第二地区）が行われている前

田・経塚・沢岻のあるゾーンで人口増加が 20%以上の増加と著しい。 

 

 

図 3-8  Cゾーン別の発生集中量の増減 
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(c) トリップ分布の変化 

 平成 42 年では、平成 18 年に比べて、総交通量が増加することから浦添市内々の交通量は増

加するものの、全体の割合は、30%から 25%に減少する。 

 最も割合が高いのが、浦添市に発着点を持たない通過交通で浦添市関連交通の 30%を占める。

通過交通の自動車分担率は平成 18 年に比べて高くなり、91%となることから、都市圏を縦貫

する幹線交通の整備が必要である。 

 浦添市から中部と北部へのトリップを除き、公共交通の分担率は上昇する。 

 

 

図 3-9  浦添市関連のトリップ分布 
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 浦添市発着の ODペアに着目すると、浦添市内における隣接するゾーン間の ODは 5,000トリ

ップ以上ある。 

 浦添市内のゾーンと隣接する市外のゾーンでも ODが 5,000トリップ以上と活発であり、特に

那覇市新都心の位置するゾーンでは、牧港補給基地跡地のゾーンを除く全域から 5,000 トリッ

プ以上の ODがある。 

 ODの増減に着目すると、牧港補給基地跡地発着の交通と市街地整備が進められている前田、

沢岻を含むゾーンの発着交通が増加している。 

 

 

図 3-10  浦添市発着のトリップ分布（H42） 
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3-2-2 目指すべき都市の将来像 
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(1) 土地利用計画 

上位計画・関連計画及び浦添市の交通課題を踏まえ、浦添市総合計画及び浦添市都市マスタープ

ランに基づき土地利用計画を整理する。 

 

(a) 土地利用ゾーン 

①都心ゾーン 

浦添城跡から国道 58 号に至る浦添西原線沿いは、文化、スポーツ・レクリエーション、行

政などの学習交流拠点や商業・業務拠点、歴史・文化拠点が位置するゾーンである。 

このゾーンは、「てだこ都市文化」を発信し、ヒト・モノ・情報が行き交う浦添市の顔とし

て、それぞれの拠点の整備を図るとともに、ゾーンへのアクセスを整備する。 

また、浦添市のシンボルロードの一端を担う浦添西原線は、豊かな緑陰で被われたゆとりあ

る歩道を確保するとともに、それぞれの特性に応じた個性ある沿道景観を創出する。さらに、

主要箇所にはポケットパーク等を設けることにより、にぎわい空間の創出や、歩いて楽しい交

流空間を形成する。 

②ウラオソイ文化・交流ゾーン 

浦添城跡、伊祖城跡、浦添大公園一帯の歴史・文化拠点、沖縄国際センターを中心とした人

的交流の拠点である国際交流拠点、及び運動公園やカルチャーパークが立地する学習交流拠点

が位置するゾーンである。 

このゾーンを浦添市の過去から現在に至る国内外交流をはじめ、さまざまな市民活動が展開

する交流空間として整備する。そのためには、浦添グスクの復元などによる歴史的環境を創出

するとともに、遊歩道を含めたアクセスを整備する。また、水と緑の環状軸と一体となった豊

かな緑地の保全・育成を図る。 

③生産ゾーン 

港川から牧港の臨海部にあって、工場が集積する地域と牧港漁港や車海老養殖場、海ぶどう

養殖場が位置するゾーンである。 

工業と水産業の双方の調和ある発展が図られるよう、生産基盤の拡充を図るとともに、工場

用地内の環境改善と市民に親しまれやすい水産業施設の整備、さらには港川小公園から陸運事

務所に至る斜面緑地の保全・育成を図り、水と緑の環状軸を補強する。 

④リゾート・レクリエーションゾーン 

那覇港港湾計画において、浦添ふ頭コースタルリゾート地区として位置づけられ、沖縄県の

国際観光交流拠点の形成を目指した海域ゾーンである。 

豊かな自然海域環境を保全しつつ、マリーナや海洋緑地等の多様な海洋レクリエーション施

設を整備するとともに、ホテル、ショッピングモール等の観光交流施設を併せて配置し、市民

はもとより観光立県沖縄の一翼を担う魅力あるアーバンリゾート空間の形成を図る。 

⑤港湾・流通・情報ゾーン 

那覇港港湾計画において、浦添ふ頭と位置づけられているゾーンである。 
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那覇港港湾整備計画のもとに浦添ふ頭の拡充を図り、国際航路ネットワークの形成により国

際流通港湾として整備する。港湾と流通が一体となった機能を整備するとともに、港湾・流通

基盤の整備をはじめ、各種産業の支援機能など多様な情報サービス関連企業の誘致・育成に努

める。 

⑥新都市形成ゾーン 

那覇港港湾計画において、浦添ふ頭地区と位置づけられているゾーンである。 

牧港補給地区の返還を促進し、西海岸埋立区域等と連携した浦添市のまちづくりを牽引する

地域として、隣接する海や国立劇場おきなわ等を活かした観光交流産業等の集積、都市的利便

性を活かした快適な居住空間の形成、浦添市の顔にふさわしいシンボルロードの形成など、新

たな都市形成を図る。また、地域内やその周辺に残る歴史・文化資源及び自然環境については、

保全・復元・再生・創出等を図り、時間とともに価値が高まるまちづくりの推進や水と緑の環

状軸の形成に努める。 

⑦住居生活ゾーン 

市内全域に広がる住居生活空間のゾーンである。浦添市での生活を支える最も基礎的なゾー

ンとして、安全で安心して暮らせる生活環境の改善、創出を図り、地域コミュニティと協働で

暮らしやすい環境の形成に努める。 

 

図 3-11  土地利用ゾーン 



 

165 

 

(b) 主要都市機能の配置 

①学習交流拠点 

市役所をはじめ、図書館、美術館、てだこホール等が立地するカルチャーパークと、市民体

育館や市民球場等を備えた運動公園は、行政・文化・スポーツ機能が集積した浦添市の拠点で

ある。 

各種行政サービスや文化活動、スポーツ・レクリエーション活動など、快適で利便性の高い

学習交流環境を整備する。 

②商業・業務拠点 

浦添都市軸と国道 58号で構成される商業・業務機能が集積した拠点である。 

ロードサイド型商業施設と近隣商業施設が立地し、ショッピングとビジネスなどが共存する

複合型の都市形成を促進する。 

③歴史・文化拠点 

浦添大公園、浦添城跡や伊祖公園の一帯は、浦添市の歴史と文化を象徴する機能を有した拠

点である。 

浦添城跡と伊祖城跡などの史跡と緑地空間を活かし、琉球のあけぼのともいえる歴代の浦添

王統を学び、語る場として整備・活用する。 

④国際交流拠点 

沖縄国際センターを中心にした市民と国外研修生との交流の拠点である。 

各国文化の総合理解と人的交流が日常的に、気軽に展開されるゆとりのある空間を整備す

る。 

⑤文化交流拠点 

国立劇場おきなわや浦添市産業振興センター・結の街の文化交流・発信機能と産業機能を有

した拠点である。 

沖縄県の伝統芸能の継承・発展に資する広域的な文化施設と浦添市民の交流活動拠点として

の活用を進める。 

⑥総合交通拠点 

モノレール第四駅と沖縄自動車道との交通結節の機能を有する拠点である。 

沖縄都市モノレールと沖縄自動車道を結ぶ交通結節拠点を形成するとともに、交通の利便性

を支えるサービス関連施設等の整った総合的な交通拠点を形成する。 

⑦複合交流拠点 

西海岸道路と浦添都市軸が交差する周辺のポテンシャルを活かした、新たな機能を有する拠

点である。 

将来の牧港補給地区跡地利用計画を先導する商業・業務の集積を図り、浦添市の産業・経済

活動の拠点の形成に努める。 
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図 3-12  主要都市機能の配置 



 

167 

 

(c) 都市の軸 

(i) 都市圏軸 

浦添市を南北に縦断する都市圏軸で、沖縄本島中南部都市圏の骨格軸となる都市軸である。 

都市圏軸には、沖縄本島中南部都市圏の都市拠点（那覇都心、新都心、沖縄（市）都心）、

基地跡地利用拠点が配置され、都市圏はもとより沖縄県の社会経済活動を支える都市圏軸で、

骨格的な公共交通ネットワーク等の整備を進める。 

 

(ii) 浦添都市軸 

①シンボル軸 

浦添市の東西を横断する県道浦添西原線から浦添ふ頭地先に至る浦添都市軸（シンボル軸）

は、浦添市の顔づくりの骨格となる都市軸である。 

浦添都市軸には、東からウラオソイ文化・交流ゾーン、都心ゾーン、新都市形成ゾーン、リ

ゾート・レクリエーションゾーン、港湾・流通・情報ゾーンなどの各ゾーンが展開している。

これらのゾーンを連携し、ゾーンごとにさまざまな表情を演出する、浦添市の顔となるシンボ

ルロードとして整備する。 

②生活軸 

浦添市の南北を縦断する県道那覇宜野湾線（パイプライン）から県道 153号線に至る浦添都

市軸（生活軸）は、浦添市の生活の中心となる都市軸である。 

浦添生活軸は、浦添都市軸との交点である商業業務拠点を中心に、浦添市の生活商業施設が

南北に連なり、生活のにぎわいを創出する、浦添市の生活の中心となる移動し易い交通環境を

整備する。 

 

(iii) 交通の軸 

①広域都市軸 

市域を南北に縦断する国道 58 号、国道 330 号、中部縦貫道路、沖縄西海岸道路、市域を東

西に横断する県道浦添西原線などの広域幹線道路で構成する。 

産業や生活活動の広域化に対応するとともに、都市ゾーンをはじめ、港湾・流通・情報ゾー

ン、リゾート・レクリエーションゾーンなどの各ゾーンにおける都市活動を支援し、さらに中

南部都市圏の市街地を支える軸線として整備を促進する。 

②環状軸 

沢岻石嶺線、国際センター線、(仮称)国際センター線延伸、県道 153 号線バイパス及び国道

58 号宜野湾バイパスの環状道路で構成される。 



 

168 

 

環状軸は、広域都市軸から市域内へのアクセス機能及び都心ゾーンへ集中する交通の集散機

能を有しており、これらの整備を進めることで市域内の道路網の連結を強化し、市民の利便性

の向上を図る。 

③軌道交通軸 

沖縄都市モノレールの延長路線は、那覇空港から首里までの既存路線を経て、沖縄国際セン

ター、浦添城跡、総合交通拠点の主要拠点などを結ぶ新たな広域公共交通の軸であり、沢岻石

嶺線の一部、国際センター線、県道浦添西原線の一部で構成する。 

浦添グスク観光や浦添中心部と連携した浦添都市軸の形成、国際交流や沖縄の文化が感じら

れる緑の街道を形成する。さらに、市民や観光客等の交通利便性の向上や新モノレール駅を中

心としたまちづくりの推進を通して、地域の活性化に寄与する軸線として整備を進める。 

④歴史文化軸 

県道 153号線は、ウラオソイ文化・交流ゾーンから那覇市首里に至る広域的な歴史・文化の

道である。 

市民の生活軸としての役割を担うとともに、三王統から尚王統へと琉球王朝の歴史の道をた

どる道でもあり、「琉球歴史廻廊」としての活用を基本に、歴史文化の交流を通して浦添市の

活性化への寄与に努める。 

⑤水と緑の環状軸 

浦添市を流れる小湾川、牧港川、安謝川、宇地泊川 (比屋良川)の河川や、浦添大公園を中心

に伸びる浦添丘陵の緑地、市域南部の丘陵の緑地、小湾川下流から港川に至る臨海部の緑地や

海岸線など、浦添市を取り囲む環状帯で構成される。 

浦添市の歴史・文化を育み、市民の生活を優しく包み込むクサティ森を保全・育成するとと

もに、公園、河川、学校、道路等の公共施設や海岸線の緑化など、緑の保全・創出及び水辺空

間と一体となった安らぎと潤いのある空間を創出するなど、水と緑のネットワークの形成に努

める。 
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図 3-13  都市の軸 
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